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2020年からデジタルツールを取り入れた清泉愛育園。パソコンが苦手だった園長が「まずはやってみよう」と勇気を出して一歩踏み出した結果、保護者の
負担が軽減し、便利さと安心感を提供できるようになっただけでなく、業務の省力化が図られ、職員一人ひとりの業務改善意識の向上にもつながりました。

社会福祉法人 清泉福祉会 清泉愛育園 園長　安藤 智子さん

【所在地】 津市新町1-8-13
【業　種】 保育園

これからDXの取組をされる方へのメッセージ
社会福祉法人 清泉福祉会
清泉愛育園

PROFILE

❶ 「しなさい」ではなく、「まかせる」
　職員も「似たような書類に何度も手書きする業務を減らしたい」と思っていたようで、デジタルツール
を導入することに、あまり反発はありませんでした。デジタルツールに不慣れな職員もいたので、「しなさ
い」ではなく、「できたらいいよね」といったポジティブなメッセージで伝え、私は口だしをしないで、大部
分を職員にまかせました。操作に不慣れな職員を他の職員がサポートすることで、自然とコミュニケー
ションも増えました。今では一人一台タブレットを持ち、ほとんどの書類が手書きから入力になったこと
で時間に余裕が生まれたので、保育士本来の仕事、「子どもと向き合う時間」に向けられています。

❷ 負担が減ったと、喜びの声をいただいています。
　手書きの連絡帳をデジタル化したことで、朝の忙しい時
間帯の負担が減り、「子どもと過ごせる時間が増えた」と喜
びの声をいただいています。欠席や遅刻などのやり取りに
もデジタルツールを使っています。時間帯を問わず、気兼ね
なくご連絡いただけるので、とても手間が省けていると思
います。時間に余裕ができたことで、お互いにコミュニケー
ションを取ることも増え、保護者と園とのつながりもどん
どん強くなっていると感じています。

❸ ここで働きたいという方が増えています。
　見学に来られた保護者は「手書きしなくてもいいのです
か！？」と驚かれます。また、職員同士がタブレットを活用しなが
らコミュニケーションを取る姿を見て、「ここで働きたい！」と、た
くさんの保育士が応募してくれます。職員の意識も徐々に変わっ
てきており、コストを意識するようになったり、自分の働き方に
ついても考えたりするようになっています。これまでは、週案や
月案（毎週・毎月の指導計画）の作成で残業をする職員が多くい
ましたが、今ではほとんどいなくなりました。

「手書き」の書類をデジタル化（清泉愛育園）

　パソコンでメールも送れなかった私が、今ではデジタルツールを使って保護
者へのアンケートを作ったりしています。デジタルに興味があっても自分にで
きるか不安の方も多いと思いますが、まずは勇気をもってやってみることだと
思います。まず一歩を踏み出してみてください。

● 24時間、気兼ねなく園へ連絡ができる安心感
● 「手書き」の連絡帳がなくなることで、朝の忙しい時間に余裕

ができ、子どもとの時間が増える
● 緊急連絡など、タイムリーに受け取れる

《保護者側》
● 職員同士のスムーズな情報共有
● 「手書き」の書類が減ることで、空いた時間を子どもとの時間

に向けられる。
● 仕事に対する職員の意識も変わり、改善意識が向上する

《園側》
ＤＸの取組によるメリット

■ ＤＸに取り組んだきっかけ
　数年前、福祉サービス第三者評価（第三者の評価機関が保育園のサービス内容や質を評価する仕組み）を受けた際に、「施設でICT化
をしているか」という設問があり、「できたらいいな」と考えていたのですが、パソコンは得意ではなく、年齢のこともあって「できない」
と思っていました。その後、たまたま紹介された保育・教育施設向けの業務支援ツールの説明を聞くうちに、ぼんやりと業務の省力化の
イメージができたので、「ちょっと試してみようかな」と軽い気持ちで始めたのがきっかけです。

朝の忙しい時間も家事に集中できる
親も保育士も、「子どもと過ごせる時間」が増加

2017年から設備の稼働状況や生産状況をデータ化し、製品の動きや流れをデジタル化することで工場の「見える化」に取り組ん
でいます。「現場ファースト」のデジタル化によって得られる「データ」を分析することで、大幅な生産性の向上を実現しています。

三幸電機株式会社 常務取締役　中村 厚郎さん

作業日報のデジタル化からはじめる工場のＤＸ
（三幸電機株式会社）

“やってみなはれ・ＤＸ”
生産性の向上だけでなく、採用希望者も増加

【所在地】 三重工場：いなべ市
北勢町京ヶ野新田568‒5

【業　種】 電気機械器具製造業

これからDXの取組をされる方へのメッセージ
三幸電機株式会社

PROFILE

❶ 作業日報は改善のためのネタが詰まった「重要な帳票」
　作業日報は単なる生産の記録ではなく、改善のためのネタが詰まった「重要な帳票」といえます。
しかし、生産現場の管理監督者は日常の業務に追われ、作業日報を集計できていないのが現状です。
　そこで、まずは一番身近な作業日報をデジタル化することで、誰が、いつ、どの設備で、どの品
番を、いくつ、何時から何時まで生産したかを「データ」としてリアルタイムで集計することから始
めました。

❷ 難しいシステムを導入する必要はない
　難しいシステムを導入するのではなく、普段使っているエク
セルやバーコードを組み合わせるだけで、現状を大きく変える
ことなく作業日報のペーパーレス化を進めることができます。
　一度にあれもこれも導入するのではなく、身近にある小さ
なことから実績を積んでいくことを心がけています。
　ＤＸを進めていくとこれまでの「企業の文化」を少しずつ変
えることになります。まずは「現場の中心人物」に導入の目的
や使いやすさを事前に説明し、理解してもらうことから進め
ました。　

❸ まるで未来の工場みたい
　身近なことから少しずつデジタル化を進め、今ではビジュア
ル面にも遊び心を加えた20ほどのシステムが常時稼働し、改
善活動を継続しています。
　一人一台タブレットを持ち、モニターも見ながらの作業は若
い世代にとって魅力的に映るようで、「まるで未来の工場のよ
うだ」、と採用希望者が増えています。
　タブレットは監視するのではなく、作業の補助をするのが
目的です。まるで2人で作業をしているかのような安心感が
あります。　

　「やってみなはれ・ＤＸ」、経営者のこの一言で、これまでなかなか進まなかっ
た製造現場の改善が大きく進みます。企業文化が変わり、改善活動の集団と
なって企業価値が高まっていきます。大きなシステムをいきなり導入するのでは
なく、まずは手ごろなところから始めてみてはどうでしょうか。

● システムがサポートしてくれることで、
安心感をもって作業ができる

《従業員側》
● 従業員の改善意識が高まることでコスト意識が身につく
● 生産性の向上だけでなく、従業員満足度が高まることで、採用希望

者の増加や退職者の減少につながる

《会社側》
ＤＸの取組によるメリット

■ ＤＸに取り組んだきっかけ
　「収益性の高い工場を構築する」という企業方針を掲げたことから、工場の「改善活動」に取り組むことになりました。
改善するためには「生きた情報」の収集、つまり生産現場のデータをリアルタイムで集計する仕組みが必要と考え、その
手段としてデジタルツールの導入を進めました。

システムがサポートしてくれることで、

４５


